
交通事故で娘を亡くし、自殺を図ろうとしていた柴久生の耳に聞こえた「生きろ」の声。

その声は柴の友人・川島の最期の時の声だと、【看取り士】の女性から聞かされる。5年後、

岡山・備中高梁で看取り士としてのセカンドライフを送る柴は、新人・高村みのりたちと

ともに、最期の時を迎える人びとを温かく支えていく。
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TEL 086-728-5772
FAX 086-239-3992

Email staff@mitorishi.jp

お申込み

mitori0106.peatix.com/ 

上記 URL または

QR コードから を

利用してお申込み・ご入金ください 

参加費 1,500円（税込）※学生入場無料

©2019 「みとりし」制作委員会

撮影 清水和土

日本看取り士会 会長 柴田久美子

島根県出雲市出身。日本マクドナルド勤務、飲食店経営などを

経て、平成5年より福岡の特別養護老人ホームへ勤務。平成14年

に病院のない離島にて「看取りの家」を設立。本人の望む自然

死で抱きしめて看取る実践を重ねる。

平成22年に活動の拠点を岡山県岡山市に移し、“看取り士”を創設。

現在は “看取り士”と無償の見守りボランティア“エンゼルチーム”

による新たな終末期のモデルを作ろうとしている。著書に『い

のちの革命』(舩井勝仁氏 共著 きれい・ねっと)他多数。

第一部 映画みとりし上映会
ロサンゼルス日本映画祭 ３冠受賞作品

第二部 講演「自宅で最期を迎えるために」

2024年1月６日（土）13:30～16:00
埼玉会館 小ホール（さいたま市浦和区高砂3-1-4）

玉埼＠

お電話/メールでのお申込みの場合は参加費を1,700円(税＋手数料込)とさせて頂きます

主催・お問い合わせ

一般社団法人日本看取り士会
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